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ClientManagerを WindowsXP SP2で使用する場合の設定手順 

 

 

 

設定手順は ClientManager のバージョンにより若干異なりますので、バージョンを確認し、該当する手順方法

で設定を行ってください。 

インストールされているClientManager のバージョンは以下の手順で確認することができます。 

 

 

 

 

ClientManager 製品のバージョン一覧は以下の通りです。（2005 年 1 月 14 日 現在） 

 

 



●お使いの製品が ClientManager、ClientManager M タイプの場合 

１． ClientManager管理コンピュータの設定 

WindowsXP の「Windows ファイアウォール」の例外タブにClientManager で使用する下図の４つのプログラム

を登録します。「プログラムの追加(R)」を押し、「参照」からClientManager がインストールされているCMN フォ

ルダを指定し、プログラムを一つずつ登録します。 

Windows ファイアウォールは、コントロールパネル／セキュリティセンターで表示します。 

 

 



２． ClientManagerクライアントコンピュータの設定 

WindowsXP の「Windows ファイアウォール」の例外タブにClientManager で使用する下図の６つのプログラム

を登録します。「プログラムの追加(R)」を押し、「参照」からClientManager がインストールされているCMN フォ

ルダを指定しプログラムを一つずつ登録します。更に「ファイルとプリンタの共有」にチェック印を入れます。 

 

 



●お使いの製品が ClientManager Sタイプの場合 

１． ClientManager管理コンピュータの設定 

WindowsXPの「Windowsファイアウォール」の例外タブにClientManagerで使用する下図の1つのプログラム

を登録します。「プログラムの追加(R)」を押し、「参照」からClientManager がインストールされているCMN フォ

ルダを指定し、プログラムを一つずつ登録します。 

Windows ファイアウォールは、コントロールパネル／セキュリティセンターで表示します。 

 

 



２． ClientManagerクライアントコンピュータの設定 

WindowsXPの「Windowsファイアウォール」の例外タブにClientManagerで使用する下図の3つのプログラム

を登録します。「プログラムの追加(R)」を押し、「参照」からClientManager がインストールされているCMN フォ

ルダを指定しプログラムを一つずつ登録します。更に「ファイルとプリンタの共有」にチェック印を入れます。 
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